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可決
　令和４年度各会計予算の審査に
当たっては、９人の委員で構成する
予算審査特別委員会を設置し、３月
16日及び17日の２日間において慎
重に審査を行いました。

951億1,618万3,000円

副委員長

委 員 長

委 員

石原　義雄
𠮷岡　美雪
川崎　貴志　　木村　欽一　　長　　勝則
濵田　勇次　　木名瀬宣人　　栗原　基起
小椋　直樹

令和４年度　予算審査特別委員

特集 令和４年度予算のあらまし

国 民 健 康 保 険
介 護 保 険

後期高齢者医療
小 　 計

53,171,000
16,850,000
12,490,000

63,000

2,266,000
31,669,000
4,541,747
5,734,436
95,116,183

4.3%
△0.1%
0.7%

△4.5%

8.0%
0.8%

△4.4%
△1.2%
2.3%

次木親野井特定土地
区 画 整 理 事 業

特
別
会
計

区　分 予算額（千円）

■令和４年度各会計予算の規模
対前年度
増減率

一 般 会 計

水 道 事 業 会 計
下 水 道 事 業 会 計
合 　 計

7会計総額

一般会計予算の内訳

市税　42.5%
225億8,374万7千円

民生費　44.5%
236億3,309万8千円

教育費　11.0%
58億7,063万9千円

国庫支出金　18.4%
97億8,035万7千円

地方交付税　8.6%
45億6,379万8千円

衛生費　9.7%
51億6,107万円

公債費　9.6%
50億8,072万1千円

土木費　9.0%
47億9,466万2千円

総務費　8.3%
44億１,218万5千円

消防費　3.7%
19億5,466万8千円

その他　4.2%
22億6,395万7千円

県支出金　7.1%
37億5,157万2千円

地方消費税
交付金　6.8%
36億1,080万円

市債　6.5%
34億7,050万円

諸収入　2.4%
12億7,805万6千円

使用料及び
手数料　2.1%
11億2,114万2千円

繰入金　1.1%
5億8,494万6千円

その他　4.5%
24億2,608万2千円

歳　出
531億7,100万円

歳　入
531億7,100万円
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児童センターのイメージ図

●財政調整基金の取崩しを行うことなく収支の均衡が図られている。

●８月の児童センター開館に向け、インクルーシブ※遊具の導入など、全ての人に優
しい子ども館の実現を目指していることを評価する。

●子ども医療費助成における小学６年生までの自己負担金の無料化と、中学生の自
己負担金200円への引下げなど、子育て支援策の充実を評価する。

●頻発する自然災害への対応として、耐震化の促進、避難所等へのエアコンの設置を
急ぐべきである。

●要望の多い小学校トイレの洋式化を加速していることを評価する。

●各種申込みのデジタル化や、スマートフォンアプリとの連携など今後に期待する。

●連続立体交差事業・区画整理事業・駅前広場整備事業などにより、景観や利便性が
高まっていくことを期待する。

●日常業務の拡大、災害などの非常事態への対応のため、正規職員の充実を行うべき
である。

●保育士確保には、保育士就労奨励事業や資格取得支援事業等の対策が行われてい
るが、賃金アップを含む思い切った処遇改善対策が必要である。

●国民健康保険では、子育て支援の観点や限度額引上げにより公平性が進んだこと
を評価する。

本会議の討論で、議員からさまざまな意見が出されました本会議の討論で、議員からさまざまな意見が出されました

※インクルーシブ…包み込むような、という意味で、誰も排除しない社会を目指す考え方のこと

　全ての子供たちの健全育
成の拠点として、建設工事が
進められている児童セン
ターは、インクルーシブの理
念を取り入れた遊具や噴水
設備を有する水遊び場、その
ほかプレイルームや芝生広
場などの整備が進められて
います。

令和４年８月開館
予定の児童センター

令和4年5月1日発行3



のだ市議会だより 154号 4

主要事業
P I C K U P令和4年度予算

福田体育館
耐震補強等事業（設計業務）

病児・病後児保育事業
７億8,734万円
令和３年度からの繰越し含む小学校トイレ改修事業

●令和元年度の耐震診断により、耐震性の不足が判
明した福田体育館について、今後の在り方を含め
検討した結果、大規模改修を含む耐震補強等工事
を実施

●令和４年度は実施設計を行う

●小学校児童用トイレの洋式化率100％を目指し、
令和４年度は、東部小学校、柳沢小学校及び岩木小
学校の３校に加え、５年度に予定していた七光台
小学校及び山崎小学校のトイレ改修工事を前倒し
で実施

●令和７・８年度に改修を予定している小学校４校
の設計を実施し、学校トイレ洋式化改修の加速化
を図る

●社会福祉法人すくすくどろんこの会が清水公園駅
東口駅前に令和４年４月に開園する認可保育所
「しみず空と杜の保育園」に病児・病後児保育施設
「フォレストルーム」が併設される
●市では病気または病気回復後で集団保育ができな
い状態にあり、また、保護者の勤務の都合などによ
り、家庭における保育ができない児童を保育する
事業を委託

清水台小学校のトイレ（令和３年度改修）

公共施設
ネーミングライツ事業

●新たな財源確保策として、市の公共施設８施設（児
童センター、文化会館、総合公園、関宿総合公園、中
央の杜、宮崎市民の森、スポーツ公園、梅郷駅東口
市営自転車等駐車場）にネーミングライツを導入

●令和４年３月１日からネーミングライツを付与す
る事業者の募集を開始し、愛称の使用開始は中核
となる児童センターのオープンに合わせ、令和４
年８月１日からを予定

野田市文化会館
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主要事業
P I C K U P令和4年度予算
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清水台小学校のトイレ（令和３年度改修）

公共施設
ネーミングライツ事業

●新たな財源確保策として、市の公共施設８施設（児
童センター、文化会館、総合公園、関宿総合公園、中
央の杜、宮崎市民の森、スポーツ公園、梅郷駅東口
市営自転車等駐車場）にネーミングライツを導入

●令和４年３月１日からネーミングライツを付与す
る事業者の募集を開始し、愛称の使用開始は中核
となる児童センターのオープンに合わせ、令和４
年８月１日からを予定

野田市文化会館

公共施設
公衆無線LAN整備事業

消防団拠点施設の整備
・水道部お客様センター移転
・水道料金基本料金免除

高齢者向け
スマホの使い方講座

●地域防災の拠点となる消防団器具置場について、
令和４年度は第28分団１部器具置場（東宝珠花地
先）の解体撤去及び新築工事を実施

●野田市駅前の水道部お客様センターは駅前の区画
整理に伴い、令和４年３月22日（火）に水道部敷地
内に移転し、収納業務に加え、新たに給水申込みな
ども行い、さらなるサービスの向上を図る

●令和２年度及び３年度に実施した水道料金の基本
料金免除を４年度も実施、４年度は、７月から８月
検針分に加え、さらに２か月分（９月から10月検
針分）を追加し、合計４か月分の水道料金の基本料
金を全額免除

●高齢者が安心して日常生活にスマートフォンやイ
ンターネットを使用できるよう各公民館で高齢者
向けの使い方講座を開催

●令和３年度は公民館４館で開催。令和４年度は公
民館10館に拡大し、基本講座は10館で、応用講座
は５館で開催予定

●市民の利便性向上、災害時における通信手段確保
のため、公共施設公衆無線LAN整備方針を策定し、
計画的に公共施設に公衆無線LANを整備

●令和４年度は中央、南部梅郷、川間、関宿中央の公
民館４館に設置

●新しい生活様式に対応した生涯学習講座等の遠隔
開催を可能とする

5億1,534万円子ども医療費助成金

●令和２年８月診療分から未就学児までの自己負担
金を無料としていたが、令和４年８月診療分から
は、小学６年生までの自己負担金を無料とする

●中学生についても自己負担金を通院１回、入院１
日当たり200円として制度の拡充を行い、子供の
保健対策の充実と保護者の経済的負担のさらなる
軽減を図る

●小学6年生までの医療費無料化は、近隣市では実施
しておらず市独自の制度

令和4年5月1日発行5



総　務

行
政
組
織
が
改
編
さ
れ
ま
し
た

　野田市議会では、「総務」「環境経済」「文教福祉」「建設」の常任委員会を設置し、
各委員会が所管する議案等を審査しています。

市
は
、
行
政
改
革
大
綱
に
示
さ
れ
た
取
組
方

針
に
基
づ
き
、
さ
ら
な
る
行
政
需
要
の
変
化
に

的
確
に
対
応
す
る
た
め
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

市
の
魅
力
発
信
力
を
強
化
し
、
効
果
的
に
市

の
情
報
を
発
信
し
て
い
く
組
織
に
す
る
た
め
、

広
報
広
聴
課
の
広
報
部
門
と
魅
力
推
進
課
、
商

工
観
光
課
の
観
光
部
門
を
集
約
し
、
臨
時
的
・

実
験
的
な
組
織
と
し
て
市
長
直
轄
の
Ｐ
Ｒ
推
進

室
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
子
供
に
関
す
る
窓
口
の
一
本
化
を
目

指
す
こ
と
か
ら
、
児
童
家
庭
部
門
と
母
子
保
健

部
門
の
連
携
を
第
一
に
考
え
、
保
健
福
祉
部
の

一
部
を
児
童
家
庭
部
に
移
管
し
、
部
の
名
称
を

健
康
子
ど
も
部
に
改
め
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

の
方
に
対
し
て
、
一
体
的
か
つ
効
果
的
に
業
務

を
実
施
す
る
た
め
、
高
齢
者
支
援
課
と
介
護
保

険
課
を
統
合
し
て
高
齢
者
支
援
課
と
し
、
保
健

福
祉
部
を
福
祉
部
に
改
め
る
た
め
の
条
例
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
会一

致

■
行
政
組
織
の
見
直
し
に
伴
う

　
　関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

■
関
宿
総
合
公
園
及
び
市
営
関
宿

　
　
　
　少
年
野
球
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

関
宿
総
合
公
園
、
少
年
野
球
場
の

指
定
管
理
者
が
指
定
さ
れ
ま
し
た

環境経済当
該
施
設
は
、
市
民
の
健
康
増
進
、
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
、
休
息
、
屋
外
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ

れ
た
施
設
で
あ
り
、
施
設
の
管
理
運
営
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
指
定
管
理
制
度
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

令
和
４
年
３
月
31
日
で
現
在
の
指
定
管
理
者

の
指
定
期
間
の
終
了
に
あ
わ
せ
、
野
田
市
関
宿

総
合
公
園
及
び
野
田
市
営
関
宿
少
年
野
球
場
指

定
管
理
者
候
補
者
選
定
委
員
会
で
審
査
を
行
っ

た
結
果
、
毎
日
・
首
都
圏
・
シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー

ツ
共
同
事
業
体
が
指
定
管
理
者
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
当
該
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
は
３
度
目

の
更
新
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
間
、
施
設
管
理

に
つ
い
て
は
円
滑
な
運
営

が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

承
認
が
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
指
定
の
期
間
は
４
年

４
月
１
日
か
ら
９
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。

全
会一

致

関宿総合公園体育館
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例
の
制
定

■
関
宿
総
合
公
園
及
び
市
営
関
宿

　
　
　
　少
年
野
球
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

関
宿
総
合
公
園
、
少
年
野
球
場
の

指
定
管
理
者
が
指
定
さ
れ
ま
し
た

環境経済当
該
施
設
は
、
市
民
の
健
康
増
進
、
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
、
休
息
、
屋
外
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ

れ
た
施
設
で
あ
り
、
施
設
の
管
理
運
営
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
指
定
管
理
制
度
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

令
和
４
年
３
月
31
日
で
現
在
の
指
定
管
理
者

の
指
定
期
間
の
終
了
に
あ
わ
せ
、
野
田
市
関
宿

総
合
公
園
及
び
野
田
市
営
関
宿
少
年
野
球
場
指

定
管
理
者
候
補
者
選
定
委
員
会
で
審
査
を
行
っ

た
結
果
、
毎
日
・
首
都
圏
・
シ
ン
コ
ー
ス
ポ
ー

ツ
共
同
事
業
体
が
指
定
管
理
者
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
当
該
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
は
３
度
目

の
更
新
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
間
、
施
設
管
理

に
つ
い
て
は
円
滑
な
運
営

が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

承
認
が
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
指
定
の
期
間
は
４
年

４
月
１
日
か
ら
９
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。

全
会一

致

関宿総合公園体育館

のだ市議会だより 154号 6

児
童
館
は
、
児
童
が
誰
で
も
自
由
に
利
用
で

き
る
施
設
で
あ
り
、
遊
び
を
通
し
て
、
健
康
増

進
と
情
操
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
遊
び
の
中
に
あ
る
成
長
・
発
達
を
促
進

す
る
力
に
着
目
し
た
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
８
月
１
日
オ
ー
プ
ン
予
定
の
児
童
セ

ン
タ
ー
は
、
人
が
持
つ
個
性
や
違
い
に
か
か
わ

ら
ず
、
誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て
利
用
で
き
る

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
理
念
を
取
り
入
れ
整
備
し

て
い
ま
す
。
新
た
に
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

に
当
た
り
、
市
立
児
童
セ
ン
タ
ー
、
市
立
子
ど

も
館
６
館
（
中
央
、
う
め
さ
と
、
谷
吉
、
山
崎
、

七
光
台
、
関
宿
）
に
つ
い
て
、
野
田
市
立
児
童

館
指
定
管
理
者
候
補
者
選
定
委
員
会
で
審
査
し

た
結
果
、
株
式
会
社
コ
マ
ー
ム
が
指
定
管
理
者

候
補
者
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
指
定
の

期
間
は
４
年
８
月
１
日
か
ら
９
年
３
月
31
日
ま

で
で
す
。

花
井
堤
根
地
区
、
蕃
昌
新
田
地
区
及
び
野
田

市
駅
入
口
交
差
点
東
地
区
並
び
に
愛
宕
駅
東
第

一
地
区
の
地
区
計
画
が
令
和
４
年
３
月
18
日
に

都
市
計
画
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
花
井
堤
根
地
区
、

蕃
昌
新
田
地
区
、
野
田
市
駅
入
口
交
差
点
東
地

区
に
つ
い
て
は
、
建
築
物
の
用
途
制
限
や
建
蔽

率
等
に
つ
い
て
新
た
に
規
定
の
追
加
の
整
備
が

行
わ
れ
、
愛
宕
駅
東
第
一
地
区
に
つ
い
て
は
、

規
定
の
変
更
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
委
員
会
ご
と

に
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
約
１
年
半
に
わ
た
り
議
論

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
協
議
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
３
月
定
例
会
最
終
日
に
各
常
任
委
員
会
か
ら
要

望
書
ま
た
は
協
議
経
過
報
告
書
と
し
て
市
長
へ
提
出
し

ま
し
た
。
各
常
任
委
員
会
の
テ
ー
マ
、
協
議
項
目
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

賛
成多

数
新
た
に
指
定
管
理
者
が

　
　
　
　指
定
さ
れ
ま
し
た

文教福祉■
市
立
児
童
セ
ン
タ
ー
ほ
か

　
　
　
　
　
　６
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

新
た
な
地
区
計
画
が
条
例
に

　
　
　位
置
付
け
さ
れ
ま
し
た

建　設■
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る

　
　建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

付
託
議
案
の
詳
細
、
審
議
内
容
、
討
論
等
は

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。▶

※
要
望
書
・
協
議
経
過
報
告
書
の
全
文
は

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。▶

全
会一

致

各
常
任
委
員
会
　所
管
事
務
調
査

〜
協
議
結
果
を
市
長
へ
提
出
〜

■
総
務
委
員
会

■
環
境
経
済
委
員
会

■
文
教
福
祉
委
員
会

■
建
設
委
員
会

１
　
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

２
　
指
定
避
難
所
削
減
に
伴
う
説
明
会
後
の
自
治

会
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て

３
　
各
自
治
会
に
お
け
る
災
害
対
応
訓
練
に
つ
い
て

４
　
消
防
団
の
加
入
促
進
に
つ
い
て

５
　
車
中
避
難
場
所
の
確
保
に
つ
い
て

６
　
車
中
泊
避
難
に
対
す
る
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て

１
　
高
齢
化
に
伴
い
移
動
手
段
が
な
く
な
っ
た
人

が
多
く
い
る
地
域
へ
の
対
策

２
　
買
い
物
や
通
院
に
利
用
す
る
交
通
手
段
が
手

近
な
と
こ
ろ
に
な
い
地
域
へ
の
対
策

３
　
自
己
の
都
合
に
合
わ
せ
た
時
間
に
行
き
た
い

場
所
へ
行
け
な
い
人
へ
の
対
策

交
通
不
便
地
域
対
策（
ま
め
バ
ス
、デ
マ
ン
ド
交
通
等
）

１
　
給
食
残
渣
率
の
改
善
と
食
育
に
つ
い
て

２
　
給
食
調
理
場
の
環
境
改
善
に
つ
い
て

３
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

食
育
、
学
校
給
食
の
在
り
方

１
　
野
田
市
駅
の
高
架
下
空
間
に
お
い
て
活
用
が

考
え
ら
れ
る
施
設
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て

２
　
施
設
の
設
置
場
所
と
整
備
の
優
先
度
や
希
望

度
に
つ
い
て

３
　
民
間
事
業
者
主
体
で
整
備
す
る
施
設
の
誘
致

促
進
の
た
め
の
支
援
策
に
つ
い
て

連
続
立
体
交
差
事
業
及
び
高
架
下
の
有
効
活
用

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
定
に
伴
う
避
難
所
運
営
の
在
り
方

令和4年5月1日発行7
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市政を　 う
一般質問 問 A

Q

山
口
　克
己

 

議
員

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
導
入
後
の
利
活
用
の

状
況
及
び
改
善
や
発
展
さ
せ
た
い
点
に
つ
い

て
伺
う
。

市
で
は
令
和
３
年
８
月
に
児
童
生
徒
へ
一

人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
の
整
備

が
完
了
し
、
そ
の
後
の
臨
時
休
業
で
は
端
末
を
持
ち

帰
り
、
学
習
機
会
の
確
保
に
大
い
に
役
立
っ
た
。
日

常
的
な
授
業
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
や
デ
ジ
タ
ル
学

習
ド
リ
ル
な
ど
を
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
感
染
症

対
策
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
事
や
集
会
を
実
施

す
る
こ
と
が
あ
る
。

３
年
12
月
に
行
っ
た
活
用
状
況
調
査
で
は
、
一
人

１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
授
業
を
、
週
の
持
ち

時
間
の
２
分
の
１
以
上
で
行
っ
て
い
る
教
職
員
が
、

前
回
調
査
か
ら
増
加
し
て
63
％
と
な
っ
て
お
り
日

常
化
が
進
ん
で
い
る
。

今
後
は
、
教
職
員
個
々
の
ス
キ
ル
に
応
じ
た
研
修

会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
研
修
組
織
で
あ
る
野
田

市
教
育
研
究
会
と
連
携
し
た
教
科
・
領
域
の
指
導
に

特
化
し
た
実
践
的
な
研
修
も
実
施
し
て
い
き
た
い
。

川
崎
　貴
志

 

議
員

 

政
清
会

 

六
諭
会

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の

　
　
　
　
　
　
利
活
用
に
つ
い
て

問答

野
田
市
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の

店
舗
誘
致
や
土
地
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

　
野
田
市
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、
商
業
等
を

推
進
す
る
地
域
と
し
て
、
道
路
、
上
下
水
道

な
ど
の
都
市
基
盤
の
整
備
を
、
野
田
市
駅
西
土
地
区

画
整
理
事
業
に
よ
り
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
用
途
地
域
を
準
工
業
地
域
か
ら
商
業
地
域

や
近
隣
商
業
地
域
に
変
更
し
、
建
蔽
率
や
容
積
率
を

引
き
上
げ
、
商
業
な
ど
の
誘
致
が
で
き
る
よ
う
変
更

し
て
き
た
。

　
来
年
度
は
、
土
地
利
用
に
つ
い
て
土
地
所
有
者
へ

の
意
向
確
認
や
開
発
事
業
者
へ
の

聞
き
取
り
を
行
い
、
野
田
市
駅
周

辺
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
示

し
た
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
案
を
作
成

す
る
と
と
も
に
、
店
舗
等
の
進
出

意
欲
に
つ
な
が
る
積
極
的
な
方
策

を
検
討
し
て
い
く
。

問答

　３月定例会では16人の議員が一般質問に登壇しました。こちらでは質疑を抜粋
し、要約したものを紹介します。
※QRコードから、7月31日まで一般質問の動画をご覧いただくことができます。8月1日以降は、
　議会ホームページの録画中継をご利用ください。

・
野
田
橋
の
架
け
替
え

他
の
質
問

野
田
市
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

のだ市議会だより 154号 8
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市政を　 う
一般質問 問 A

Q

山
口
　克
己

 

議
員

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
導
入
後
の
利
活
用
の

状
況
及
び
改
善
や
発
展
さ
せ
た
い
点
に
つ
い

て
伺
う
。

市
で
は
令
和
３
年
８
月
に
児
童
生
徒
へ
一

人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
の
整
備

が
完
了
し
、
そ
の
後
の
臨
時
休
業
で
は
端
末
を
持
ち

帰
り
、
学
習
機
会
の
確
保
に
大
い
に
役
立
っ
た
。
日

常
的
な
授
業
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
や
デ
ジ
タ
ル
学

習
ド
リ
ル
な
ど
を
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
感
染
症

対
策
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
事
や
集
会
を
実
施

す
る
こ
と
が
あ
る
。

３
年
12
月
に
行
っ
た
活
用
状
況
調
査
で
は
、
一
人

１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
授
業
を
、
週
の
持
ち

時
間
の
２
分
の
１
以
上
で
行
っ
て
い
る
教
職
員
が
、

前
回
調
査
か
ら
増
加
し
て
63
％
と
な
っ
て
お
り
日

常
化
が
進
ん
で
い
る
。

今
後
は
、
教
職
員
個
々
の
ス
キ
ル
に
応
じ
た
研
修

会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
研
修
組
織
で
あ
る
野
田

市
教
育
研
究
会
と
連
携
し
た
教
科
・
領
域
の
指
導
に

特
化
し
た
実
践
的
な
研
修
も
実
施
し
て
い
き
た
い
。

川
崎
　貴
志

 

議
員

 

政
清
会

 

六
諭
会

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の

　
　
　
　
　
　
利
活
用
に
つ
い
て

問答

野
田
市
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の

店
舗
誘
致
や
土
地
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

　
野
田
市
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、
商
業
等
を

推
進
す
る
地
域
と
し
て
、
道
路
、
上
下
水
道

な
ど
の
都
市
基
盤
の
整
備
を
、
野
田
市
駅
西
土
地
区

画
整
理
事
業
に
よ
り
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
用
途
地
域
を
準
工
業
地
域
か
ら
商
業
地
域

や
近
隣
商
業
地
域
に
変
更
し
、
建
蔽
率
や
容
積
率
を

引
き
上
げ
、
商
業
な
ど
の
誘
致
が
で
き
る
よ
う
変
更

し
て
き
た
。

　
来
年
度
は
、
土
地
利
用
に
つ
い
て
土
地
所
有
者
へ

の
意
向
確
認
や
開
発
事
業
者
へ
の

聞
き
取
り
を
行
い
、
野
田
市
駅
周

辺
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
示

し
た
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
案
を
作
成

す
る
と
と
も
に
、
店
舗
等
の
進
出

意
欲
に
つ
な
が
る
積
極
的
な
方
策

を
検
討
し
て
い
く
。

問答

　３月定例会では16人の議員が一般質問に登壇しました。こちらでは質疑を抜粋
し、要約したものを紹介します。
※QRコードから、7月31日まで一般質問の動画をご覧いただくことができます。8月1日以降は、
　議会ホームページの録画中継をご利用ください。

・
野
田
橋
の
架
け
替
え

他
の
質
問

野
田
市
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

のだ市議会だより 154号 8

小
椋
　直
樹

 

議
員

小
規
模
工
事
等
登
録
制
度
の
概
要
と
金
額

の
拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

本
制
度
は
、
市
が
発
注
す
る
小
規
模
工
事

に
お
い
て
指
名
業
者
を
選
定
す
る
際
、
小
規

模
工
事
等
登
録
事
業
者
名
簿
に
登
録
し
て
い
る
事
業

者
に
対
し
、
積
極
的
に
受
注
の
機
会
を
与
え
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
今
年
度
か
ら
運
用
開
始
し
た
制
度
で

あ
る
。
対
象
工
事
金
額
は
設
計
額
を
10
万
円
未
満
と

低
く
設
定
し
て
い
る
が
、
庁
内
へ
の
周
知
が
徹
底
で

き
て
い
な
い
。
活
用
を
図
る
た
め
、
該
当
す
る
工
事

の
業
者
選
定
で
は
、
小
規
模
工
事
等
登
録
者
名
簿
を

使
用
す
る
よ
う
周
知
を
徹
底
し
て
い
く
。

ま
た
、
対
象
金
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
対
象

工
事
が
増
え
る
と
と
も
に
、
職
員
の
意
識
が
高
ま
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
令
和
４
年
10
月
を
目
途

に
対
象
金
額
の
引
上
げ
を
行
う
。

長
　
　勝
則

 

議
員

小
規
模
工
事
等
登
録
制
度
の
拡
充
を

問答

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
製
品
寿
命
は
25
年
か
ら

30
年
と
さ
れ
て
い
る
が
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
は

適
切
に
廃
棄
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
市
内
に
耐
用
年
数
の
経

過
し
た
太
陽
光
発
電
設
備
は
な
く
、
放
置
さ

れ
て
い
る
設
備
や
不
法
投
棄
さ
れ
た
設
備
も
確
認
さ

れ
て
い
な
い
が
、
将
来
的
に
適
正
に
廃
棄
さ
れ
る
の

か
に
つ
い
て
は
危
惧
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
適
正
に
廃
棄
す
る

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定
し
て
い
る
が
、
法
的

規
制
の
部
分
が
非
常
に
弱
い
と
考
え
て
い
る
。

家
庭
用
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
処
分
方
法
に
つ
い
て
は

ま
だ
十
分
な
知
見
を
得
て
い
な
い
た
め
、
県
や
国
の

情
報
提
供
に
よ
り
、
適
正
な
方
法
を
確
立
す
る
と
と

も
に
、
条
例
の
改
正
を
行
う
な
ど
、
規
制
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
の

　
　
　
　廃
棄
物
問
題
に
つ
い
て

問答

椿
　
　博
文

 

議
員

 

民
主
連
合

 

日
本
共
産
党
野
田
市
議
団

 

公
明
党

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ

る
小
学
校
、
保
育
所
等
の
休
業
な
ど
で
仕
事

を
休
ん
だ
保
護
者
へ
の
、
小
学
校
休
業
等
対
応
助
成

金
の
周
知
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

文
部
科
学
省
か
ら
の
周
知
依
頼
に
基
づ
き
、

小
学
校
で
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

に
加
え
、
今
後
は
各
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
リ

ン
ク
を
貼
り
一
層
の
周
知
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

保
育
所
等
で
も
保
護
者
通
知
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
よ
る
周
知
を
行
っ
て
い
た
が
、
千
葉
県
か
ら
の

依
頼
に
よ
り
改
め
て
各
保
育
所
等
に
通
知
し
、
各
保

育
所
等
か
ら
保
護
者
へ
の
専
用
メ
ー
ル
で
の
通
知
や

園
に
掲
示
す
る
等
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

事
業
者
等
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
と
と
も
に
、
野
田
商
工
会
議
所
及
び
野
田
市
関

宿
商
工
会
に
も
協
力
い
た
だ
き
周
知
し
て
い
る
。

小
学
校
休
業
等

　
　
　
　対
応
助
成
金
に
つ
い
て

問答・
発
達
障
が
い
の
子
供
に
対
す
る
取
組

・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
組

他
の
質
問

・
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た

　
電
子
感
謝
券
の
導
入

他
の
質
問

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用

・
交
通
安
全
対
策

他
の
質
問

令和4年5月1日発行9



栗
原
　基
起

 

議
員

土
曜
授
業
に
お
け
る
課
題
や
今
後
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

文
部
科
学
省
で
は
、
質
の
高
い
土
曜
授
業

の
実
施
の
た
め
に
は
、
子
供
た
ち
の
土
曜
日

を
総
合
的
に
見
て
、
よ
り
豊
か
で
有
意
義
な
も
の
と

す
る
た
め
の
施
策
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て

い
る
。

市
と
し
て
も
、
様
々
な
人
々
と
の
関
わ
り
や
体
験

を
通
し
て
、
子
供
た
ち
一
人
一
人
が
興
味
や
関
心
を

広
げ
、
自
分
の
可
能
性
に
気
付
き
、
伸
ば
し
て
い
け

る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

土
曜
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
居

場
所
づ
く
り
と
と
も
に
、
教
師
と
子
供
た
ち
が
向
き

合
う
時
間
の
確
保
や
、
子
供
た
ち
が
学
習
習
慣
を
身

に
つ
け
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
を

十
分
に
検
証
し
、
他
の
方
策
も
含
め
て
土
曜
授
業
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
続
け
て
い
く
。

る
。

谷
口
　早
苗

 

議
員

土
曜
授
業
の
課
題
と
今
後
の
取
組
は

問答

市
民
が
他
市
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
こ

と
で
流
出
し
た
過
去
３
年
間
の
額
及
び
寄
附

金
を
集
め
る
た
め
の
具
体
的
な
取
組
や
戦
略
に
つ
い

て
伺
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
分
以
外
の
寄
附
も
含
ん
だ

も
の
と
な
る
が
、
市
民
税
の
寄
附
金
控
除
の

額
で
い
う
と
、
令
和
4
年
2
月
末
現
在
で
平
成
30
年

度
が
９
千
249
万
６
千
594
円
、
令
和
元
年
度
が
１
億
２

千
603
万
２
千
799
円
、
２
年
度
が
１
億
３
千
916
万
５
千

160
円
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
厳
し
い
財
政
運
営
状
況
の
中

に
お
い
て
重
要
な
財
源
確
保
の
一
つ
と
考
え
て
お
り
、

一
般
に
認
知
度
の
高
い
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
す

る
こ
と
で
間
口
を
広
げ
る
こ
と
や
、
寄
附
の
目
的
と

な
っ
て
い
る
事
業
に
対
す
る
支
援
を
市
内
外
に
広
く

発
信
す
る
等
に
よ
り
寄
附
に
つ
な
げ
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

　
　
流
出
額
と
寄
附
へ
の
取
組
は

問答

小
室
　美
枝
子

 

議
員

 

新
し
い
風

 

無
所
属
の
会

 

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
れ
ま
で
積
極
的
勧
奨
を
控
え
て
き
た
事

実
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
の
か
伺
う
。

厚
生
労
働
省
が
用
意
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
に
は
、
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
経
緯
や
リ
ス
ク
、
再
開
に
方
針

転
換
を
し
た
根
拠
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
た
め
、

市
と
し
て
は
、
対
象
者
及
び
保
護
者
に
対
す
る
国
の

説
明
が
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
よ
り
詳
細
な
情
報
を
提
供
し
、

慎
重
に
判
断
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
独
自
の
取
扱

い
と
し
て
、
個
別
通
知
に
市
独
自
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

や
副
反
応
な
ど
リ
ス
ク
と
ワ
ク
チ
ン
有
効
性
に
関
す

る
詳
細
版
を
同
封
す
る
こ
と
と
し
た
。

さ
ら
に
、
２
回
目
以
降
の
予
診
票
は
医
療
機
関
か

ら
お
渡
し
す
る
こ
と
で
、
よ
り
慎
重
に
考
え
て
い
た

だ
く
た
め
の
情
報
と
機
会
を
提
供
し
た
い
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

　
　
　
　
積
極
的
勧
奨
に
つ
い
て

問答・
東
海
第
二
原
発
の
避
難
協
定
及
び
避
難
計
画

・
地
籍
調
査

他
の
質
問

・
電
話
de
詐
欺
の
防
止
対
策

・
野
田
市
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

他
の
質
問

・
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

他
の
質
問

問答

のだ市議会だより 154号 10
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栗
原
　基
起

 

議
員

土
曜
授
業
に
お
け
る
課
題
や
今
後
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

文
部
科
学
省
で
は
、
質
の
高
い
土
曜
授
業

の
実
施
の
た
め
に
は
、
子
供
た
ち
の
土
曜
日

を
総
合
的
に
見
て
、
よ
り
豊
か
で
有
意
義
な
も
の
と

す
る
た
め
の
施
策
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て

い
る
。

市
と
し
て
も
、
様
々
な
人
々
と
の
関
わ
り
や
体
験

を
通
し
て
、
子
供
た
ち
一
人
一
人
が
興
味
や
関
心
を

広
げ
、
自
分
の
可
能
性
に
気
付
き
、
伸
ば
し
て
い
け

る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

土
曜
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
居

場
所
づ
く
り
と
と
も
に
、
教
師
と
子
供
た
ち
が
向
き

合
う
時
間
の
確
保
や
、
子
供
た
ち
が
学
習
習
慣
を
身

に
つ
け
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
を

十
分
に
検
証
し
、
他
の
方
策
も
含
め
て
土
曜
授
業
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
続
け
て
い
く
。

る
。

谷
口
　早
苗

 

議
員

土
曜
授
業
の
課
題
と
今
後
の
取
組
は

問答

市
民
が
他
市
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
こ

と
で
流
出
し
た
過
去
３
年
間
の
額
及
び
寄
附

金
を
集
め
る
た
め
の
具
体
的
な
取
組
や
戦
略
に
つ
い

て
伺
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
分
以
外
の
寄
附
も
含
ん
だ

も
の
と
な
る
が
、
市
民
税
の
寄
附
金
控
除
の

額
で
い
う
と
、
令
和
4
年
2
月
末
現
在
で
平
成
30
年

度
が
９
千
249
万
６
千
594
円
、
令
和
元
年
度
が
１
億
２

千
603
万
２
千
799
円
、
２
年
度
が
１
億
３
千
916
万
５
千

160
円
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
厳
し
い
財
政
運
営
状
況
の
中

に
お
い
て
重
要
な
財
源
確
保
の
一
つ
と
考
え
て
お
り
、

一
般
に
認
知
度
の
高
い
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
す

る
こ
と
で
間
口
を
広
げ
る
こ
と
や
、
寄
附
の
目
的
と

な
っ
て
い
る
事
業
に
対
す
る
支
援
を
市
内
外
に
広
く

発
信
す
る
等
に
よ
り
寄
附
に
つ
な
げ
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

　
　
流
出
額
と
寄
附
へ
の
取
組
は

問答

小
室
　美
枝
子

 

議
員

 

新
し
い
風

 

無
所
属
の
会

 

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
れ
ま
で
積
極
的
勧
奨
を
控
え
て
き
た
事

実
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
の
か
伺
う
。

厚
生
労
働
省
が
用
意
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
に
は
、
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
経
緯
や
リ
ス
ク
、
再
開
に
方
針

転
換
を
し
た
根
拠
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
た
め
、

市
と
し
て
は
、
対
象
者
及
び
保
護
者
に
対
す
る
国
の

説
明
が
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
よ
り
詳
細
な
情
報
を
提
供
し
、

慎
重
に
判
断
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
独
自
の
取
扱

い
と
し
て
、
個
別
通
知
に
市
独
自
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

や
副
反
応
な
ど
リ
ス
ク
と
ワ
ク
チ
ン
有
効
性
に
関
す

る
詳
細
版
を
同
封
す
る
こ
と
と
し
た
。

さ
ら
に
、
２
回
目
以
降
の
予
診
票
は
医
療
機
関
か

ら
お
渡
し
す
る
こ
と
で
、
よ
り
慎
重
に
考
え
て
い
た

だ
く
た
め
の
情
報
と
機
会
を
提
供
し
た
い
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

　
　
　
　
積
極
的
勧
奨
に
つ
い
て

問答・
東
海
第
二
原
発
の
避
難
協
定
及
び
避
難
計
画

・
地
籍
調
査

他
の
質
問

・
電
話
de
詐
欺
の
防
止
対
策

・
野
田
市
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

他
の
質
問

・
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

他
の
質
問

問答

のだ市議会だより 154号 10

池
田
　利
秋

 

議
員

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
大
半
の
地
域

が
浸
水
地
域
と
な
っ
て
お
り
、
新
た
な
洪
水

対
策
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

伺
う
。

　
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
定
に
伴
い
、

浸
水
想
定
区
域
が
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、

洪
水
対
応
の
避
難
所
数
は
21
か
所
と
な
り
、
収
容
者

数
が
減
少
し
た
。
こ
の
た
め
、
避
難
所
へ
の
避
難
の

ほ
か
に
、
安
全
な
場
所
に
あ
る
親
戚
宅
な
ど
へ
の
避

難
、
車
中
泊
で
の
避
難
な
ど
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
新
た
な
洪
水
対
策
の
取
組
に
つ
い
て
は
、

継
続
し
て
新
た
な
避
難
所
等
の
確
保
を
進
め
て
い
る

中
、
氾
濫
が
発
生
し
た
と
き
の
生
命
、
身
体
へ
の
危

険
が
切
迫
し
た
場
合
に
備
え
、
高
い
頑
丈
な
建
物
へ

の
垂
直
避
難
の
検
討
も
必
要
と
認
識
し
て
い
る
ほ
か
、

停
電
時
の
対
応
な
ど
多
く
の
課
題
も
あ
る
。
来
年
度
、

国
で
は
被
災
規
模
ご
と
に
５
段
階
で
色
分
け
す
る
災

害
リ
ス
ク
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、

今
後
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
洪
水
時
に
お
け

る
避
難
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

問答

木
村
　欽
一

 

議
員

市
総
合
計
画
は
平
成
28
年
度
か
ら
15
年

間
を
計
画
期
間
と
し
て
い
る
が
、
今
後
進

め
て
い
く
後
期
基
本
計
画
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
現
行
の
総
合
計
画
は
地
区
別
懇
談
会
や

各
界
懇
談
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
手
続
な
ど
、
多
く
の
市
民
参
加
と
４
年

間
で
36
回
に
わ
た
る
審
議
会
を
重
ね
、
市
民
意
見
を

十
分
に
反
映
し
、
策
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、現
行
の
総
合
計
画
の
基
本
構
想
、基
本
目
標
、

基
本
方
針
を
継
承
し
つ
つ
、
新
規
感
染
症
や
大
規
模

災
害
の
発
生
な
ど
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に

対
応
し
、
み
ど
り
豊
か
な
環
境
保
全
や
自
然
再
生
の

も
と
、
子
供
た
ち
が
希
望
の
持
て
る
ま
ち
と
す
る
。

こ
の
た
め
、
新
た
な
事
業
な
ど
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

反
映
し
、
さ
ら
に
各
施
策
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
を
明

示
す
る
こ
と
で
現
状
に
即
し
た
後
期
基
本
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
く
。

問答 後
期
基
本
計
画
の
方
向
性
は

竹
内
　美
穂

 

議
員

 

地
域
ク
ラ
ブ

 

政
清
会

 

六
諭
会

特
別
支
援
教
育
を
進
展
さ
せ
て
い
く
た

め
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
モ
デ

ル
校
に
よ
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の
構
築
に
つ

い
て
伺
う
。

　
個
に
寄
り
添
っ
た
特
別
支
援
教
育
を
行

う
た
め
に
は
、
今
後
も
さ
ら
な
る
専
門
性
の

向
上
が
課
題
と
な
る
。最
近
で
は
個
の
実
態
を
把
握
・

整
理
し
て
ま
と
め
る
ソ
フ
ト
等
が
多
々
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
多
様
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
は
じ
め
、
自
立
活
動
例
な
ど
、
特
別
支
援
教
育
の

経
験
の
浅
い
教
員
へ
の
ア
イ
デ
ア
の
提
供
や
教
材
作

成
の
時
間
短
縮
等
も
含
め
て
、
効
果
的
に
活
用
で
き

る
も
の
は
研
修
会
な
ど
を
通
じ
て
周
知
し
た
い
。
ま

た
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
作
成
等
に
つ
い
て
検
討

す
る
モ
デ
ル
校
を
立
ち
上
げ
、
市
全
体
で
共
有
す
る

こ
と
な
ど
も
特
別
支
援
教
育
担
当
教
員
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
有
効
な
手
だ
て
に
な
る
た
め
、
今
後
研
修

会
の
持
ち
方
等
も
含
め
て
工
夫
し
て
い
く
。

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

問答

・
治
水
　
・
教
育
行
政

・
道
路
維
持
管
理

　 他
の
質
問

問答

・
自
治
体
Ｄ
Ｘ
ス
マ
ー
ト
な
自
治
体
へ
の
取
組

他
の
質
問

令和4年5月1日発行11
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田
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議
員

事
業
開
始
ま
で
の
手
続
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
状
況
、
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

は
や
ま
工
業
団
地
北
側
の
整
備
地
区
は
、

民
間
開
発
事
業
者
に
よ
る
業
務
代
行
方
式
の

組
合
土
地
区
画
整
理
事
業
を
考
え
て
い
る
。
権
利
者

の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
国
と
の
協
議
を
進
め
、

令
和
７
年
度
の
市
街
化
区
域
へ
の
編
入
を
目
指
す
。

区
域
内
権
利
者
は
、
発
起
人
会
、
準
備
会
の
結
成

を
進
め
、
７
年
度
の
組
合
設
立
を
目
指
し
、
準
備
会

は
、
当
該
事
業
に
参
画
意
向
の
あ
る
事
業
者
を
選
定

し
、
７
年
度
頃
の
業
務
代
行
契
約
を
目
指
す
。

目
標
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
４
年
度
に
発
起
人
会
の

発
足
、
５
年
度
に
準
備
会
設
立
、
７
年
度
頃
に
は
権

利
者
の
本
同
意
を
得
て
、
組
合
の
設
立
を
考
え
て
い

る
。
課
題
と
し
て
は
、
概
算
事
業
費
等
に
対
す
る
事

業
者
の
参
画
意
向
等
が
考
え
ら
れ
る
が
12
年
頃
の
事

業
完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

問答
 

議
員

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の

　
　公
共
施
設
へ
の
出
店
に
つ
い
て

最
近
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
需
要
に
即
し
た
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
の
、
公
共
施
設
へ
の
受
入
れ
に

つ
い
て
当
局
の
見
解
を
伺
う
。

公
共
施
設
の
う
ち
、
原
則
、
火
気
使
用
厳

禁
と
し
て
い
る
公
園
な
ど
で
は
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
受
入
れ
が
難
し
い
施
設
も
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、公
共
施
設
の
有
効
活
用
と
い
う
一
面
も
あ
り
、

市
内
事
業
者
へ
の
支
援
、
さ
ら
に
は
地
域
に
お
け
る

賑
わ
い
の
創
出
に
資
す
る
も
の
と
考
え
る
。

こ
の
た
め
、
先
進
自
治
体
の
状
況
や
商
工
会
議
所

及
び
商
工
会
で
の
創
業
支
援
の
状

況
、
さ
ら
に
は
市
内
事
業
者
か
ら
の

御
意
見
を
踏
ま
え
た
上
で
、
受
入
れ

可
能
な
公
共
施
設
で
の
実
施
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

問答・
ナ
ッ
ジ
（
行
動
経
済
学
の
理
論
）
の
活
用

・
水
上
バ
イ
ク

・
学
校
内
の
安
全

他
の
質
問

星
野
　幸
治

 

議
員

現
在
、
規
制
す
る
法
律
が
な
い
再
生
資
源

物
に
関
し
、
屋
外
保
管
に
関
す
る
条
例
の
制

定
が
必
要
と
考
え
る
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
う
。

再
生
資
源
物
の
屋
外
保
管
施
設
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
届
出
等
が
不
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
内
に
も
複
数
の
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

近
隣
住
民
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、
ヤ
ー
ド

設
置
事
業
者
に
対
し
て
、
条
例
で
規
制
す
る
こ
と
は

有
効
な
手
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

県
内
で
は
、
千
葉
市
が
「
再
生
資
源
物
の
屋
外
保

管
に
関
す
る
条
例
」
を
令
和
3
年
11
月
に
施
行
し
た

ほ
か
、
袖
ケ
浦
市
が
条
例
制
定
に
向
け
、
準
備
を
進

め
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

今
後
、
他
市
の
事
例
な
ど
を
検
証
の
上
、
少
し
で

も
抑
止
力
に
な
る
よ
う
、
条
例
も
し
く
は
指
導
要
綱

な
ど
の
制
定
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

再
生
資
源
物
の
屋
外
保
管
に

　
　
　
　
　関
す
る
条
例
制
定
は

問答・
洪
水
時
の
避
難
対
策

・
中
央
小
学
校
裏
の
市
道
の
補
修
計
画

他
の
質
問

・
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
相
談
窓
口

・
保
育
士
確
保
対
策
　
・
防
災
対
策

他
の
質
問  

公
明
党

 

日
本
共
産
党
野
田
市
議
団

滝
本
　恵
一

 

民
主
連
合

関
宿
工
業
団
地
に
つ
い
て
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木
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議
員

全
国
の
自
治
体
で
、
地
域
特
有
の
諸
事
情

を
考
慮
し
た
様
々
な
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
と
成
果
を
伺
う
。

若
者
の
定
住
を
図
る
た
め
、
市
で
は
婚
姻

に
伴
う
経
済
的
支
援
と
し
て
、
結
婚
新
生
活

支
援
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
結
婚
を
希
望
す

る
男
女
に
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
野
田
市
で
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
は

じ
め
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
金
や
、
子
育
て
サ
ー
ビ

ス
等
支
援
助
成
金
な
ど
、
若
い
世
代
へ
の
子
育
て
支

援
の
充
実
を
推
進
し
て
き
た
ほ
か
、
市
外
か
ら
の
利

用
も
期
待
で
き
る
「
全
国
版
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン

ク
」
に
参
加
し
、
全
国
に
情
報
提
供
し
て
い
る
。

成
果
と
し
て
は
、
74
組
へ
の
結
婚
生
活
支
援
を
行

い
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
は
26
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立

し
、
参
加
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

若
者
の
移
住
・
定
住
施
策
に
つ
い
て

問答

小
倉
　良
夫

 

政
清
会

幹
線
道
路
沿
道
の
物
流
施
設

　
　
　建
設
計
画
の
現
状
と
課
題
は

物
流
施
設
建
設
計
画
の
現
状
と
、
課
題
と

し
て
事
業
者
に
対
す
る
安
全
対
策
や
住
環
境

配
慮
へ
の
確
認
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
伺
う
。

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
地
区
計
画
の

運
用
を
平
成
31
年
４
月
に
開
始
し
て
以
来
、

こ
れ
ま
で
３
地
区
の
提
案
の
う
ち
、
現
時
点
で
1
地

区
の
地
区
計
画
を
都
市
計
画
決
定
し
て
い
る
。

事
業
者
や
土
地
所
有
者
等
、
提
案
者
に
対
す
る
確

認
は
、
市
か
ら
助
言
及
び
指
導
と
し
て
土
地
利
用
計

画
や
、
周
辺
住
民
へ
の
説
明
な
ど
に
関
し
て
関
係
機

関
と
協
議
す
る
よ
う
意
見
書
を
渡
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
提
案
者
は
意
見
書
に
基
づ
き
下
協
議
を
整
え
、

調
整
結
果
、
土
地
所
有
者
や
周
辺
住
民
等
へ
の
説
明

状
況
な
ど
を
整
え
た
提
案
書
を
市
へ
提
出
し
、
市
と

し
て
は
都
市
計
画
提
案
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
法

令
等
の
適
合
な
ど
、
評
価
指
針
に
照
ら
し
、
提
案
を

受
け
る
か
否
か
を
検
討
し
て
い
る
。

問答

・
歩
車
分
離
式
信
号

・
Ｈ
Ｐ
Ⅴ
ワ
ク
チ
ン

他
の
質
問

・
要
介
護
者
へ
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

他
の
質
問

 

議
員

 

民
主
連
合

請願（陳情）書

請願（陳
情）書

委員会、本会議の順で
審査と採決を行います。
（郵送、市外からの陳情は除く）

議会事務局に提出 請願（陳情）書を作成。記載事項の
詳細はお問い合わせください。

請願・陳情 　要望等を市政に反映させるための方法として、市議会
に請願（陳情）書を提出することができます。提出に際し
ては、事前に議会事務局までお問い合わせください。

のご案内
請願・陳情の手続き

▲

令和4年5月1日発行13
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ロシア連邦による
ウクライナ共和国への軍事侵攻に対する決議を可決

　本決議は、ロシア連邦によるウクライナ共和国への軍事侵攻を受けて、令和４年３月８日、
３月定例会本会議２日目において深津議員から議員発議が提出され、全会一致で可決しました。
　決議文では、軍事侵攻は国際法違反であり、断じて許されないことを指摘して厳しく非難して、
強く抗議するとともに、ロシア連邦に軍の即時撤退と国際法の遵守を求めたものです。

ロシア連邦によるウクライナ共和国への軍事侵攻に対する決議

我が国は、これまでウクライナの民主主義の回復と安定化を図るため支援をしてきた。

そのような中、ロシア軍は２月 24日、ウクライナへの侵攻を開始した。これは、力によ

る一方的な現状変更への試みであり、一般市民を巻き込む多くの死傷者を生むとともに、

ウクライナの主権を侵害する明白な国際法違反である。

このような行為は、欧州地域のみならず国際社会全体の平和と安定を著しく損なうも

のであり、また、核兵器の使用も辞さない姿勢を表明することは、世界全体の安定をも

脅かす許しがたい暴挙であり、断じて許されず、厳しく非難する。

よって、本市議会は、ロシア軍によるウクライナへの侵攻に対し、強く抗議するとと

もに、軍の即時撤退と国際法の遵守を強く求める。また、政府においては在留邦人の安

全確保に努めるとともに、関係各国及び国際社会との連携のもと、厳格かつ適正な対応

を講じられるよう強く求める。

以上、決議する。

令和４年３月８日

千 葉 県 野 田 市 議 会

野田市議会議員
　　一般選挙の投票日

5月22日
は

　任期満了に伴う野田市議会議員一般選挙が、5月15日に告示され、
5月22日に市内45か所の投票所で投票が行われる予定です。皆さん
の声を市政に反映させるための代表者となる市議会議員28人を選ぶ
選挙です。棄権せず、投票しましょう。

投票日当日に仕事や買い物、レジャーなどで投票に行けないと見込まれ
る方は、期日前投票を行うことができます。詳細については、市ホーム
ページをご覧ください。

のだ市議会だより 154号 14

議案等の審議結果
議案第 １ 号 令和４年度一般会計予算 可　決・賛成多数
議案第 ２ 号 令和４年度国民健康保険特別会計予算 可　決・全会一致
議案第 ３ 号 令和４年度介護保険特別会計予算  可　決・賛成多数
議案第 ４ 号 令和４年度次木親野井特定土地区画整理事業特別会計予算 可　決・全会一致
議案第 ５ 号 令和４年度後期高齢者医療特別会計予算 可　決・賛成多数
議案第 ６ 号 令和４年度水道事業会計予算 可　決・賛成多数
議案第 ７ 号 令和４年度下水道事業会計予算 可　決・賛成多数
議案第 ８ 号 行政組織の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定 可　決・全会一致
議案第 ９ 号  市職員の育児休業等に関する条例の一部改正 可　決・全会一致
議案第10号 個人情報保護条例の一部改正 可　決・賛成多数
議案第11号 国民健康保険条例の一部改正 可　決・全会一致
議案第12号 非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 可　決・全会一致
議案第13号 自転車等駐車場条例の一部改正 可　決・全会一致
議案第14号 関宿クリーンセンター公害対策基金条例の廃止 可　決・全会一致
議案第15号 市立保育所設置及び管理に関する条例の一部改正 可　決・賛成多数
議案第16号 高額療養費貸付基金条例の廃止 可　決・全会一致
議案第17号 手数料条例の一部改正 可　決・全会一致
議案第18号 市立南図書館、市立北図書館、南コミュニティ会館及び北コミュニティ会館の指定管理者の指定 可　決・賛成多数
議案第19号 関宿総合公園及び市営関宿少年野球場の指定管理者の指定 可　決・賛成多数
議案第20号 心身障がい者福祉作業所の指定管理者の指定 可　決・賛成多数
議案第21号 関宿心身障がい者福祉作業所の指定管理者の指定 可　決・賛成多数
議案第22号 郷土博物館及び市民会館の指定管理者の指定 可　決・賛成多数
議案第23号 市立児童センターほか６施設の指定管理者の指定 可　決・賛成多数
議案第24号 令和３年度一般会計補正予算（第13号） 可　決・全会一致
議案第25号 令和３年度一般会計補正予算（第14号） 可　決・賛成多数
議案第26号 令和３年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 可　決・全会一致
議案第27号 令和３年度介護保険特別会計補正予算（第４号） 可　決・全会一致
議案第28号 農業委員会委員の任命（鳩貝　直子氏） 同　意・全会一致
議案第29号 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正 可　決・賛成多数
議案第30号 介護保険条例の一部改正 可　決・全会一致

議案第31号 指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための 可　決・全会一致 効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正
議案第32号　　地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正 可　決・全会一致
議案第33号　　令和３年度水道事業会計補正予算（第２号） 可　決・全会一致
議案第34号　　令和４年度一般会計補正予算（第１号） 可　決・全会一致
議案第35号　　令和４年度水道事業会計補正予算（第１号） 可　決・全会一致

件　　　　　　　　　名議案番号 審議結果

陳情第 １ 号 公共施設オンライン予約システム導入を求める陳情 採　択・全会一致
陳情第 ２ 号 梅郷駅入口交差点の安全対策についての陳情 　

件　　　　　　　　　名陳情番号 審議結果

不採択・賛成者なし

発議第 １ 号 ロシア連邦によるウクライナ共和国への軍事侵攻に対する決議 可　決・全会一致
発議第 ２ 号 敵基地攻撃能力保有の検討を撤回するよう求める意見書 否　決・賛成少数
発議第 ３ 号 市議会委員会条例の一部改正 可　決・全会一致

件　　　　　　　　　名発議番号 審議結果

■３月定例会の審議結果

市議会ホームページには、賛否が分かれたものについての議員別結果を
掲載しております。
https://www.city.noda.chiba.jp/gikai/index.html
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定例会の日程は市議会ホームページでもご覧いただけます。

6月定例会のお知らせ

　日程は市議会議員選挙後に開催される議会運営委員会
において正式に決定します。

6 10 金
曜日

開会の予定です
月 日

会期の決定、
議案上程、市政一般報告

議案質疑、委員会付託

一般質問 

常任委員会
（議案等の審査）

6 月 10 日（金）

 17 日（金）
20 日（月） 
21 日（火）
22 日（水） 

23 日（木）
24 日（金）
29 日（水） 

開　会

閉　会

オンライン
セミナー
（Zoom）

QRコードで申込

家族信託で安心な老後を!
今すぐできる対策をお伝えします!
専門用語を使わない相続の話

5月7日㈯、6月4日㈯、7月2日㈯　13:30～15:00
一般社団法人　相続手続支援機構（税理士法人　永光パートナーズ）

☎0120-888-381　☎04-7198-5111

日時

人生100年のプランを家族信託講座で学ぶ

ウクライナに義援金を送りました
　ロシア軍のウクライナへの侵攻は、一般市民をも
巻き込み、現在も悲惨な状況が続いております。す
でに子供を含む多くの市民の死傷者が報告され、市
民生活に不可欠なインフラにも影響が出ており、ま
た、紛争の被害を恐れ、多くの人々が周辺国に避難
している状況となっております。
　野田市議会としては、ロシア軍の侵攻を受けてい
るウクライナへの人道支援のため、３月11日開催
の会派代表者会議において、議員全員により総額
30万円の義援金を在日ウクライナ大使館へ送金す
ることを決定し、３月17日に送金しました。

委員長報告、質疑、
討論、採決

のだ市議会だより 154号 16



．．1　1！轟．．ゴン」i齢亨．［ih．P“禰ダ宿　：．．萄　．・　　P愉�u．＝・　　　．‖、k．　　　［　vi　　　　　づ　　　．’．一〒．　　♂；1　　’　　　　　　／t　　．．　　　イ．：．．・’司4．’’．1’日｛フ1；　　　ね’　←：t、　　　　　　　　　　　F，s／，回”．’回回“’

